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９月定例会

平成 29 年度決算額

決算審査特別委員会

付託案件審査報告

請願・陳情・発議

一般質問（９議員）

所管事務調査報告

一部事務組合報告・交流会館等建設調査特別委員会

全員協議会

インタビュー「この人にお聞きしました」／編集後記

▲ 秋空の下、スタート！（第 59 回佐藤杯争奪町内駅伝競走大会）
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【
人
事
案
件
】

・
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
　
　

鶴
巻　

洋
子 

氏　

（
再
任
）

　
　
　

中
澤　

昭　

 

氏　

（
新
任
）

　
　
　

涌
井　

和
夫 

氏　

（
新
任
）

　
　
　

入
倉　

玲
子 

氏　

（
新
任
）

・
同
補
充
員

　
　
　

山
本
文
一
郎 

氏　

（
再
任
）

　
　
　

佐
藤　

誠　

 

氏　

（
新
任
）

　
　
　

安
中　

誠　

 

氏　

（
新
任
）

　
　
　

熊
倉　

進 　

氏　

（
新
任
）

　

任
期
は
９
月
30
日
か
ら
４
年
間

で
す
。
な
お
、
選
挙
管
理
委
員
に
欠

員
が
出
た
場
合
は
、補
充
員
名
簿
の

順
に
補
充
さ
れ
ま
す
。

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
　
　

山
田　

正
夫 

氏　

（
新
任
）

　

任
期
は
前
安
中
教
育
委
員
の
残

任
期
間
の
31
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

　
　
　

今
井　

五
男 

氏　

（
再
任
）　

　

任
期
は
９
月
27
日
か
ら
３
年
間

で
す
。

【
30
年
度
補
正
予
算
】

・
一
般
会
計

　

反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、賛

成
多
数
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　

３
議
案
と
も
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

【
29
年
度
決
算
審
査
】

・
一
般
会
計

　

反
対
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、賛

成
多
数
で
原
案
通
り
認
定
し
ま
し

た
。

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

・
訪
問
看
護
事
業
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
水
道
事
業
特
別
会
計

　

各
特
別
会
計
７
議
案
は
全
会
一

致
で
認
定
し
ま
し
た
。

【
追
加
議
案
】

・
学
校
空
調
設
備
設
置
に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

　

全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し

た
。

田上町の「今」と「これから」をお伝えします

・平成２９年度一般会計・各特別会計
　　　　　　　　歳入歳出決算は原案通り認定

・学校空調設備設置に関する決議を可決

平成30 年

9
月
定
例
会

９
月
６
日
～

　　

9
月
20
日

議
　案

▲人事案件の起立採決

田上町 議会だより 第120 号 （2）



区　　分

下 水 道 事 業

集落排水事業

国民健康保険

後期高齢者医療

訪問看護事業

介　護　保　険

科　　　目

歳入

歳入合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

町　　　　　　　　税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄　　　附　　　金

繰　　　入　　　金

繰　　　越　　　金

諸　　　収　　　入

町　　　　　　　　債

1,140,093

72,345

2,108

5,055

4,869

190,139

20,454

19,896

4,351

1,671,188

1,177

67,358

15,087

387,678

299,169

43,802

13,026

127,325

197,180

203,204

238,177

4,723,681

11,551

△ 247

984

1,617

2,863

3,636

△ 514

7,149

67

715

△ 315

3,736

26

30,660

22,279

32,235

514

113,091

52,828

△ 69,002

33,598

247,471

95,677

6,071

177

424

409

15,957

1,717

1,670

365

140,247

99

5,653

1,266

32,534

25,106

3,676

1,093

10,685

16,547

17,053

19,988

396,415

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

374,094

73,799

1,584,054

119,682

55,987

1,309,490

361,622

69,150

1,481,234

116,437

38,647

1,244,529

12,472

4,649

102,820

3,245

17,340

64,961

歳　入

平成29年度田上町特別会計歳入歳出決算額平成29年度田上町特別会計歳入歳出決算額

平成29年度田上町一般会計歳入歳出決算額平成29年度田上町一般会計歳入歳出決算額

歳入４7億2，368万1千円 － 歳出44億9，068万9千円 ＝ 差引金額2億3，299万２千円
町民１人あたりの金額は、平成30年３月31日の人口11，916人で計算しています。

歳　出 差引額 区　　分

水道事業会計

収益的収入

231,704

資本的収入

0

収益的支出

245,661

資本的支出

64,600

△ 13,957

△ 64,600

歳　入 歳　出 差引額

単位：千円単位：千円

（単位：千円）（単位：千円）（単位：円） （単位：千円）（単位：千円）（単位：円）

科　　　目

歳出

歳出合計

決算額
前年度決算
との比較

町民１人
あたり

議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

労　　　働　　　費

農 林 水 産 業 費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

教　　　育　　　費

公　　　債　　　費

災　害　復　旧　費

76,096

546,720

1,374,249

348,742

12,639

221,528

338,974

562,260

213,923

292,985

464,996

37,577

4,490,689

△ 132

74,752

62,999

△ 27,253

558

12,373

77,401

117,024

2,172

△ 41,285

△ 104,527

37,577

211,659

6,386

45,881

115,328

29,267

1,061

18,591

28,447

47,185

17,953

24,588

39,023

3,153

376,862

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

町税の内訳

町民税
4億8,919万円
（42.9％）固定資産税

5億1,478万円
（45.1％）

軽自動車税
3,823万円
（3.4％）

町たばこ税
6,386万円
（5.6％）

入湯税
3,404万円
（3.0％）
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◎
財
政
指
標
（
数
）
の
評
価
と
財

政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て

　
　

公
債
費
率
、
将
来
負
担
比
率

を
中
心
と
し
た
財
政
指
標
の
改
善

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
財
政
指

数
の
現
状
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、

ま
た
、
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

て
の
基
本
的
な
町
長
の
考
え
を
尋

ね
ま
す
。

　

竹
の
友
幼
児
園
の
正
規
職
員
と

臨
時
職
員
の
格
差
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
格
差
是
正
と
適
正
人

員
の
確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

町
債
の
償
還
や
社
会
福
祉

法
人
の
建
設
し
た
特
養
老
人
ホ
ー

ム
の
償
還
金
の
負
担
が
軽
減
し
た

こ
と
に
よ
り
財
政
指
標
が
好
転
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
の
起
債
の
償
還
や
学
校

の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
下
水
道
事
業

の
再
開
、
公
約
の
実
現
、
防
災
行

政
無
線
整
備
な
ど
、
中
長
期
に
係

わ
る
財
政
負
担
が
予
定
さ
れ
て
お

決算審査特別委員会

▲池井委員長 ▲髙取副委員長

　

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

は
、
29
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び

特
別
会
計
の
８
議
案
で
し
た
。

　

29
年
度
一
般
会
計
に
お
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

第
５
次
総
合
計
画
の
実
現
を
目
標

と
し
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位

置
づ
け
て
い
る
事
業
を
優
先
的
・

積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
「
田

上
町
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
人
口

減
少
に
対
し
て
具
体
的
で
効
果
の

高
い
施
策
を
集
中
的
に
実
施
し
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し

て
地
域
交
流
会
館
の
建
設
工
事
に

着
手
し
た
年
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
一
般
会

計
の
歳
入
47
億
２
３
６
８
万
１
千

円
、
歳
出
で
44
億
９
０
６
８
万
９
千

円
、
前
年
比
歳
入
は
２
億
４
７
４
７

万
１
千
円
の
5.5

％
、
歳
出
で

２
億
１
１
６
５
万
９
千
円
の
4.9
％
の

増
の
決
算
で
し
た
。

　

今
回
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会

は
20
年
ぶ
り
に
町
長
が
代
わ
り
、

予
算
作
成
執
行
し
た
町
長
と
決
算

審
査
す
る
町
長
が
違
う
と
言
う
特

殊
な
状
況
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

就
任
間
も
な
い
佐
野
町
長
は
全
日

程
の
審
査
に
参
加
し
（
通
常
は
最

終
日
の
総
括
質
疑
の
み
出
席
）、
す

べ
て
の
質
疑
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

決
算
審
査
で
は
１
０
２
件
の
活
発

な
質
疑
が
あ
り
、
７
件
の
総
括
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
討
論

お
よ
び
採
決
の
結
果
、
認
定
第
１

号
29
年
度
田
上
町
一
般
会
計
に
お

い
て
は
下
水
道
事
業
に
関
し
反
対

討
論
が
あ
っ
た
も
の
の
賛
成
多
数

で
認
定
。
そ
の
他
の
認
定
第
２
号

か
ら
認
定
第
８
号
ま
で
反
対
討
論

も
無
く
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
決
算
審
査
は
そ
の
年
度

の
事
業
実
施
の
効
果
・
課
題
、
予

算
の
執
行
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
、
新
年
度
予
算
編
成
に
活
か
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
今

回
は
佐
野
町
長
に
事
業
提
案
、
積

極
的
な
財
政
運
営
を
求
め
る
意
見

も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

31
年
度
に
「
い
い
ま
ち
づ
く
り
」

が
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
委
員

会
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　

委
員
長　

池
井　

豊

町
長
へ
の
総
括
質
疑

　
　
　
　
　

質
疑
件
数
7
件

問町
長

田上町 議会だより 第120 号 （4）



り
、
決
し
て
財
政
的
に
余
裕
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の

自
主
財
源
の
比
率
を
い
か
に
上
げ

て
い
く
か
が
重
要
で
あ
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
も
そ
の
一
つ
と
し
て
推

進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

幼
児
園
職
員
の
格
差
是
正
に
つ

い
て
は
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、

十
分
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す

◎
「
人
は
宝
、
人
は
城
！
」
職
員

の
待
遇
に
つ
い
て

　
　

町
行
政
に
従
事
す
る
人
々
を

正
当
に
評
価
し
、
正
規
職
員
数
に

匹
敵
す
る
非
正
規
職
員
を
雇
用
し

て
い
る
現
状
を
異
常
な
事
態
と
と

ら
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
改
善

策
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

多
種
多
様
住
民
ニ
ー
ズ
が

あ
る
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
対
し
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
は
重

要
な
こ
と
で
す
。
し
か
し
全
て
の

職
員
を
正
規
採
用
す
る
こ
と
は
、

財
政
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
限
り
あ
る
財
源
を
基
に
住

民
福
祉
の
増
進
を
計
る
こ
と
が
町

の
最
大
の
役
割
で
あ
り
、
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、
緊
急
性
、

必
要
性
に
応
じ
、
重
点
的
・
効
率

的
に
職
員
を
配
置
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

非
正
規
職
員
を
一
定
数
任
用
せ
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

◎
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
つ

い
て

　
　

町
民
の
健
康
寿
命
の
引
き
上

げ
や
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
は
健
診
の
受
診
率
を
高
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

特
定
健
診
の
自
己
負
担
の
引
き

下
げ
、
ま
た
は
自
己
負
担
無
料
化

に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
者
を
増
や
す

た
め
に
は
、
保
健
師
の
日
常
的
な

活
動
が
重
要
で
あ
り
、
保
健
師
の

増
員
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

特
定
健
診
に
つ
い
て
は
24

年
度
よ
り
40
歳
か
ら
60
歳
の
年
齢

層
に
お
い
て
、
５
歳
刻
み
で
基
本

項
目
を
無
料
化
し
て
い
ま
す
。
29

年
度
の
無
料
対
象
者
の
受
診
率
は

36
．
３
％
と
決
し
て
高
く
は
な
く
、

こ
の
結
果
か
ら
み
て
も
、
自
己
負

担
額
を
無
料
化
し
て
も
す
ぐ
に
は

受
診
率
の
向
上
は
期
待
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
の
増
員
に
つ
い
て
は
こ

こ
数
年
正
規
職
員
の
増
員
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
提
案
の
取
組
を
行

う
に
は
更
な
る
人
材
の
確
保
が
必

要
で
す
。
こ
こ
数
年
の
受
診
率
が

向
上
し
て
い
る
結
果
か
ら
、
31
年

度
か
ら
は
特
定
健
診
に
関
わ
る
診

療
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
医
療

機
関
の
拡
大
、
特
定
健
診
対
象
年

齢
の
拡
大
、
受
診
率
向
上
、
受
診

し
や
す
い
環
境
の
整
備
、
自
己
負

担
額
の
無
料
化
を
検
討
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
に
つ
い
て

　
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
煙
か
ら
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
が
検
出
さ
れ
た
と
報

道
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
状
の
年
１

回
の
県
の
検
査
だ
け
で
は
不
十
分

で
あ
り
、
町
ま
た
は
消
防
衛
生
保

育
組
合
で
月
１
回
程
度
の
検
査
を

行
う
べ
き
で
す
。
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

検
査
体
制
、
検
査
場
所
、
異
常
時

の
対
策
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
発
生
を
防
ぐ
に

は
、
塩
素
化
合
物
を
含
む
ゴ
ミ
を

焼
却
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
ご
み
分
別
に
対
し
消
防
衛
生

保
育
組
合
と
町
の
取
組
に
つ
い
て

尋
ね
ま
す
。

　
　
　

消
防
衛
生
保
育
組
合
を
通

じ
、
測
定
回
数
増
や
発
生
抑
制
の

た
め
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
協
議

を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
町
と
し
て
も
ご
み
の

減
量
化
や
分
別
に
つ
い
て
研
究

し
、
啓
発
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
黒

字
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は

１
億
円
も
の
黒
字
で
、
か
つ
基
金

残
高
が
２
億
円
も
あ
る
の
に
国
保

税
の
引
き
下
げ
を
実
施
し
て
こ
な

か
っ
た
の
は
、
住
民
の
負
担
感
を

認
識
で
き
な
い
体
質
だ
っ
た
と
し

か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
新

町
政
で
は
こ
の
よ
う
な
体
質
を
改

善
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て
尋
ね
ま
す
。

問

問

問

問

決算審査特別委員会

町
長

町
長

町
長
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31
年
度
の
保
険
料
率
が
、

も
う
間
も
な
く
県
か
ら
示
さ
れ
ま

す
の
で
そ
れ
を
参
考
に
し
、
決
算

見
込
み
を
立
て
る
な
ど
し
て
、
諮

問
機
関
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

安
定
的
な
財
政
運
営
を
し
て
い
き

ま
す
。

◎
竹
林
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

竹
林
の
荒
廃
が
伝
え
ら
れ
ま

す
。
成
長
の
早
い
竹
は
老
化
も
早

く
、
そ
の
た
め
定
期
的
に
間
伐
し

な
い
と
筍
は
生
え
に
く
く
な
り
ま

す
。

　

田
上
の
竹
林
の
多
く
は
傾
斜
地

に
あ
り
、
林
道
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
筍
の
採
取
や
竹
の
間

伐
に
多
く
の
人
力
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
生
産
者
が
高
齢
化

し
、
後
継
者
の
手
が
無
い
の
も
事

実
で
す
。
里
山
の
自
然
を
守
る
た

め
に
も
定
期
的
に
竹
を
間
伐
し
て

行
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

田
上
の
筍
の
振
興
の
た
め
、
林

道
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
林
道
整
備
等
の
補
助
金
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

　
　
　

筍
生
産
組
合
と
㈱
フ
ィ
ク

ス
に
お
い
て
竹
の
間
伐
を
行
い
竹

炭
、
竹
酢
液
等
の
生
産
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
筍
生
産
組
合
に
お

い
て
は
炭
焼
き
窯
の
老
朽
化
に
よ

り
活
動
を
休
止
し
て
い
る
状
況
で

す
。
今
後
の
在
り
方
等
に
つ
い
て

は
、
農
商
工
連
携
協
議
会
に
て
検

討
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
筍
の
生
産
の
た
め
に
は

引
き
続
き
竹
の
間
伐
が
必
要
で
あ

り
、
竹
林
が
既
存
の
町
道
、
林
道

に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
た

な
林
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

◎
除
雪
対
策
と
安
心
・
安
全
な
道

路
に
つ
い
て

　
　

歩
道
の
除
雪
基
準
の
積
雪
20

cm
を
見
直
し
、
か
つ
除
雪
機
の
台

数
を
増
や
し
て
歩
道
除
雪
を
行
う

こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
雪
時
の

除
雪
作
業
は
大
問
題
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
い
ま
す
が
、
町
で
雪

下
ろ
し
隊
を
組
織
し
、
雪
下
ろ
し

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　

消
雪
パ
イ
プ
が
整
備
さ
れ
て
い

る
路
線
で
も
大
雪
の
時
は
、
う
ま

く
融
雪
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
幹
線
道
路
に
接
続
す
る

町
道
で
は
渋
滞
の
原
因
と
も
な
り

ま
す
の
で
除
雪
車
の
出
動
に
つ
い

て
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

町
職
員
が
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
、
状
況
を
確
認
し
て
歩
道

除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
除

雪
機
の
増
台
に
つ
い
て
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　

高
齢
者
の
除
雪
負
担
の
軽
減
に

つ
い
て
は
、
現
在
ど
の
よ
う
な
形

で
負
担
軽
減
が
で
き
る
の
か
協
議
・

検
討
し
て
い
る
最
中
で
す
。

　

消
雪
パ
イ
プ
設
置
路
線
の
除
雪

に
つ
い
て
は
、町
職
員
が
パ
ト
ロ
ー

ル
し
、
状
況
を
確
認
し
、
機
械
除

雪
が
必
要
な
場
合
は
、
拡
幅
や
排

雪
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議議 会会 かか らら のの おお 知知 らら せせ

町
長

町
長

町
長

問

問

田上町議会フェイスブックのご案内
町民の皆さんにわかりやすい議会をめざして、町政・町議会の情報を迅速に発信していきます。町のホー
ムページからも閲覧できるようになりました。ぜひ、アクセスしてください。ＱＲコードからでもアドレ
スを取得できます。

http://www.facebook.com/
tagamimachigikai 
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歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
２
８
４

２
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

50
億
７
１
６
３
万
円
と
す
る
補
正

で
す
。

　

歳
入
は
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、

町
債
で
す
。

　

歳
出
は
ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備

事
業
の
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
測
量
設

計
業
務
委
託
料
の
増
額
、
サ
ル
被

害
対
策
の
箱
ワ
ナ
の
設
置
を
11
月

末
ま
で
行
う
た
め
の
報
償
費
や
餌

代
の
需
用
費
の
増
額
、
湯
っ
多
里

館
の
温
泉
井
戸
点
検
委
託
料
な
ど

で
す
。

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
78
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
５
億
４
０
２

４
万
８
千
円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

歳
入
・
歳
出
の
増
額
は
、
雨
水

対
策
事
業
の
地
権
者
へ
の
説
明
会

な
ど
の
業
務
量
の
増
加
に
よ
る
職

員
手
当
が
主
な
も
の
で
す
。

審
査
の
結
果
は
、
い
ず
れ
も
全
会

一
致
で
原
案
ど
お
り
、
可
決
し
ま

し
た
。

　
　
　
　

　
　
　
　

委
員
長　

髙
取　

正
人

Ｑ　

温
泉
井
戸
点
検
委
託
料
の
内

訳
は

Ａ　

温
泉
井
戸
は
、
含
有
成
分
が

配
管
の
内
側
に
付
着
す
る
た
め
、

定
期
的
に
除
去
作
業
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
前
回
27
年
10
月
の

浚
渫
時
に
比
べ
て
、
自
噴
量
が
減

少
し
て
い
る
た
め
、
次
回
の
浚
渫

作
業
へ
向
け
て
調
査
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

民
生
費
で
は
正
職
員
の
産
休
代

替
費
用
や
事
業
費
確
定
に
伴
う
臨

時
福
祉
給
付
金
事
業
補
助
金
返
還

金
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　

加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛
生
保

組
合
負
担
金
４
２
８
万
３
千
円
は
、

今
後
の
運
営
費
の
不
足
分
の
補
正

で
す
。

　

衛
生
費
で
は
、
事
業
費
確
定
に

伴
う
未
熟
児
養
育
医
療
費
等
国
庫

負
担
金
返
還
金
や
、
養
育
医
療
給

付
費
等
県
費
負
担
金
返
還
金
な
ど
。

　

教
育
費
で
は
、
児
童
虐
待
の
夜

間
相
談
の
増
加
な
ど
職
員
の
時
間

外
勤
務
手
当
不
足
分
の
補
正
な
ど

で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
５
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

13
億
１
５
２
万
円
と
す
る
補
正
で
す
。

　

退
職
者
医
療
制
度
該
当
者
は
当

初
58
人
と
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、

実
際
は
16
人
で
あ
り
、
そ
の
差
額

分
を
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に
返
還
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

２
４
６
４
万
１
千
円
を
追
加
し
、

13
億
３
９
６
４
万
１
千
円
と
す
る

補
正
で
す
。

　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
委
託
料
は
、
要
支
援
の
１
、２

該
当
者
の
件
数
増
で
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
の
60
万
円
の
増
で
す
。

諸
支
出
金
は
、
29
年
度
の
実
績
に

基
づ
き
国
、
県
へ
の
償
還
金
で
す
。

い
ず
れ
も
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

　
　
　

委
員
長　
　

松
原　

良
彦

Ｑ　

加
茂
・
田
上
病
児
保
育
園
は

８
月
開
所
予
定
で
し
た
。
運
営
費

等
の
補
正
が
出
ま
し
た
が
、
開
所

の
予
定
は
い
つ
で
す
か
？ 

Ａ　

10
月
22
日
か
ら
業
務
開
始
で

き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

総
務
産
経
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

社
会
文
教
常
任
委
員
会
付
託
案
件
審
査

総務産経常任委員会
（財政、消防、選挙、道路、上下水道、商業、観光、農業、議会など）

社会文教常任委員会
（税、戸籍、国民健康保険、後期高齢者、介護保険、環境、福祉、教育、保育など）

■主な議案内容
・サル被害対策の費用を174 万1 千円増額

・温泉井戸点検委託料31 万4 千円追加

■主な議案内容
・加茂・田上病児保育園運営費不足による加茂市

 田上町消防衛生保育組合負担金の増額

30
年
度
田
上
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

30
年
度
田
上
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

Check

議
論
の
中
身

Check

議
論
の
中
身

平成 10

50

100

150

200

250

300

350

平成 19

施工年

自
噴

量
（

Ｌ
/m

in
)

平成 23 平成 27

浚渫前

300.0

11.0

42.1

109.8

182.7

270.0 265.4

浚渫後

▲温泉自噴量の経年変動
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陳　　　情
番　　号

番　　号

番　　号

陳　情

第４号

発　議

第３号

請　願

第１号

臓器移植の環境整備を求める意見書の採択

を求める陳情書

移植ツーリズムを考える会　

理事　井田　敏美

件　　　名 陳　情　者

児童生徒の安全を守る喫緊の課
題である猛暑対策のため、国、県
に対し学校施設の空調設備設置
に関し、必要な財源確保を求め強
力に要請を行うものとする。

新潟市中央区弁天橋通1
丁目13 番13 号
私学会館内
新潟県私学の公費助成
をすすめる会
会長　中村　直美

学校施設の空調設備
設置に関する決議

「学費と教育条件の
公私間格差是正にむ
けて、私立高等学校
への私学助成の充実
を求める意見書」の
採択に関する請願

川﨑　昭夫

浅野　一志

原案可決

採　択

衆議院議長
参議院議長
内閣総理大臣
文部科学大臣
財務大臣
総務大臣
県知事

内　　　　容

請願者の住所・氏名

件　　　　名

件　　　　名

提出議員

紹介議員

議決結果

審査結果 意見書等提出先

議員発議による発議案

請　　　願

▲発議第３号要請決議を説明する川﨑議員 ▲請願第１号の委員長報告
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町
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
椿

寿
荘
」
は
、
今
年
築
百
年
を
迎
え

ま
し
た
。
百
年
と
も
な
る
と
、
老

朽
化
が
進
み
修
繕
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
木
造
建

築
は
百
年
を
目
安
に
小
規
模
修
繕

が
必
要
と
言
わ
れ
、
数
年
前
か
ら

松
井
建
設
に
よ
り
、「
先
代
が
建
て

た
建
物
を
末
長
く
大
事
に
使
っ
て

頂
き
た
い
」
と
言
う
思
い
で
、
修

繕
の
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
井
建
設
が
調
査
し
た
改
修
費
の

概
算
見
積
り
は
、
５
４
０
０
万
円

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
町
長
は
、
単
年
度
で
は
で
き

な
い
の
で
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

財
政
計
画
に
盛
り
込
ん
で
、
改
修

時
期
を
検
討
す
る
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
検
討
を
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
尋
ね
ま
す
。

　　
　
　

町
指
定
文
化
財
で
あ
る「
椿

寿
荘
」
は
、
町
の
歴
史
あ
る
建
造

物
と
し
て
後
世
に
残
す
べ
き
施
設

と
思
い
ま
す
。
町
で
は
必
要
に
応

じ
、
雨
漏
り
や
老
朽
化
の
た
め
の

修
繕
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
将

来
的
に
は
抜
本
的
な
改
修
も
必
要

と
思
い
ま
す
。
現
時
点
で
は
、
抜

本
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
描
く
こ

と
が
難
し
く
、
改
修
ま
で
は
必
要

に
応
じ
て
修
繕
を
行
っ
て
い
き
ま

す
し
、
松
井
建
設
か
ら
も
お
話
を

聞
い
て
椿
寿
荘
の
維
持
管
理
の
参

考
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
27
年
に
介
護
保
険
法
が

改
正
さ
れ
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
事
業
に
お
い
て
、
要
支
援

１
・
２
を
対
象
に
ヘ
ル
パ
ー
及
び
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
市
町
村
が
主
体
と

な
り
、
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
に
向
け
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
田
上
で
生
活
で
き

る
体
制
づ
く
り
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
担
い
手
の
確
保
が
難
し

い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
状

は
ど
う
か
尋
ね
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

が
30
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

町
内
で
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
精
力
的
に
行
っ
て
頂
い
て
い

る
方
々
を
委
員
に
委
嘱
し
、
高
齢

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
か
検
討
し
て
い
ま
す
。
６
月
と

８
月
に
会
議
を
重
ね
る
こ
と
で
、

担
い
手
の
育
成
や
確
保
に
努
め
ま

す
。

　
　

康
養
園
は
施
設
の
老
朽
化
で

職
員
か
ら
不
安
の
声
が
き
こ
え
ま

す
。
ふ
れ
あ
い
の
家
は
昭
和
41
年

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
51
年
経
過

し
て
い
ま
す
。
設
備
等
に
関
し
て

も
多
く
の
要
望
が
で
て
い
ま
す
。

今
後
早
急
に
対
処
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
尋
ね

ま
す
。

　
　
　

か
な
り
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。

両
施
設
は
今
後
の
あ
り
方
を
含
め

て
、
近
隣
市
町
村
の
類
似
施
設
の

状
況
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
、
問

題
点
の
整
備
と
同
時
に
、
町
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
研
究

会
を
立
上
げ
、慎
重
に
検
討
し
ま
す
。

川
かわ

﨑
さき

 昭
あき

夫
お

 議員

文化財の維持管理と介護施設の老朽化の対応は

町長：文化財の改修時期は、まちづくり財政計画では未定、
　　　老朽化施設は研究会を立上げ慎重に検討する

一　般　質　問ここが
　聞きたい

町
指
定
文
化
財
で
あ
る
椿
寿

荘
の
維
持
管
理
は

老
朽
化
し
て
い
る
介
護
施
設

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

市
町
村
に
移
行
さ
れ
た
、
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

問

問

問

町
長

町
長

町
長

▲築１００周年を迎えた椿寿荘

 （9） 田上町 議会だより 第120 号



　
　

県
内
の
平
成
29
年
度
ふ
る
さ

と
納
税
寄
付
額
は
過
去
最
高
を
更

新
し
ま
し
た
が
、
町
は
取
組
が
弱

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

総
務
省
は
、
返
礼
品
を
３
割
以

内
と
指
示
し
て
い
ま
す
が
、
全
国

で
３
割
を
守
っ
て
い
る
自
治
体
は

数
少
な
い
の
で
す
。
返
礼
品
を
も

っ
と
素
晴
ら
し
い
品
に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
今
後
の
取
組
や

Ｐ
Ｒ
活
動
、
返
礼
品
に
つ
い
て
３

項
目
伺
い
ま
す
。

　

①
町
は
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
ど
の
様
な
方
針
で
取
り
組
み
ま

す
か
。
②
ど
の
様
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。
③
ど
の
様
な

品
を
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
て
い

ま
す
か
。

　
　
　

①
今
後
も
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
こ

れ
ま
で
同
様
に
寄
付
を
募
っ
て
い

き
ま
す
。
②
Ｐ
Ｒ
活
動
は
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
や
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
活
用
の
ほ
か
、
東
京
都
板

　
　

今
年
の
夏
は
、
災
害
級
の
暑

い
夏
で
し
た
。
小
中
学
校
の
普
通

教
室
に
は
、
空
調
設
備
が
な
く
暑

い
教
室
で
の
授
業
は
苦
痛
で
す
。

教
室
は
１
階
と
比
べ
て
３
階
は
６

度
高
く
、
１
階
が
35
度
に
な
る
と

３
階
は
40
度
を
超
え
ま
す
。
新
潟　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
方
気
象
台
発
表
の
今
年
の
７
月

平
均
気
温
は
、
31
・
７
度
で
30
年

前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
３
年
間
の
平

均
気
温
は
、
27
・
７
度
で
今
年
の

気
温
が
４
度
高
い
で
す
。　
　

　

官
房
長
官
が
記
者
会
見
で
「
猛

暑
対
策
は
緊
急
の
課
題
で
あ
り
、

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

学
校
は
早
急
に
対
応
し
な
い
と
い

け
な
い
。
来
年
の
夏
に
間
に
合
う

よ
う
に
政
府
と
し
て
責
任
を
も
っ

て
対
応
し
た
い
」
と
断
言
し
て
お

り
ま
す
。町
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
学

校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
事
業
を

予
定
。
当
町
は
平
成
29
年
度
か
ら

建
築
計
画
の
提
出
を
始
め
、
採
択

橋
区
成
増
地
区
の
交
流
事
業
、
ふ

る
さ
と
田
上
会
な
ど
の
機
会
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
③
返
礼
品
は
23

品
目
で
、
コ
メ
、
モ
モ
、
ナ
シ
な

ど
の
農
産
物
、
防
災
ラ
ジ
オ
、
湯

田
上
温
泉
の
利
用
補
助
券
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

 　
　

護
摩
堂
山
は
宝
の
山
、
田
上

町
の
観
光
資
源
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

維
持
管
理
が
悪
い
の
か
、
ア
ジ
サ

イ
の
株
も
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
５
項
目
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
①
こ
の
３
年
間
の
委
託
業
者
、

業
務
内
容
は
。
②
減
少
す
る
原
因

は
何
か
。
③
登
山
道
の
標
識
、
看

板
等
に
腐
食
で
倒
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
が
、
定
期
点
検
は
し

て
い
ま
す
か
。
④
団
九
郎
小
屋
の

下
の
ト
イ
レ
は
汚
れ
や
臭
気
が
ひ

ど
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。
⑤
環
境
保
全
や
登
山

道
の
維
持
修
繕
の
為
、
登
山
者
か

ら
善
意
の
寄
付
を
頂
く
こ
と
も
検

討
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

を
待
っ
て
い
ま
す
。
国
も
学
校
の

空
調
設
備
に
つ
い
て
必
要
性
を
認

め
る
と
の
報
道
も
あ
り
、
採
択
の

可
能
性
が
広
が
っ
て
き
た
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　
　

待
ち
に
待
っ
た
国
道
４
０
３

バ
イ
パ
ス
が
再
来
年
春
開
通
の
予

定
と
な
り
ま
し
た
。
町
長
も
会
社

役
員
を
歴
任
し
、
常
に
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
行
っ
て
き
た
か
と
思
い

ま
す
。
通
勤
さ
れ
て
い
る
か
た
は

国
道
４
０
３
バ
イ
パ
ス
の
１
日
で

も
早
い
開
通
を
待
っ
て
お
り
ま
す
。

町
長
も
１
日
で
も
早
い
開
通
の
た

め
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
か
尋

ね
ま
す
。

　
　
　

小
須
戸
田
上
バ
イ
パ
ス
開

通
予
定
は
再
来
年
の
春
。
工
事
は

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
町
の
代
表
と
し
て
、
新
潟
県

や
新
潟
市
、
関
係
省
庁
に
出
向
い

て
、
予
算
付
け
や
事
業
推
進
に
つ

い
て
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

①
三
条
市
内
の
保
内
緑

化
園
芸
協
同
組
合
に
病
害
虫
予

防
、
除
草
、
剪
定
、
施
肥
な
ど
の

作
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
②
毎

年
20
本
程
度
植
栽
し
て
き
ま
し
た

が
、
株
が
小
さ
く
、
雨
が
少
な
い

と
根
付
き
が
悪
く
枯
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
岩
盤
で
表
土

が
少
な
く
、
大
雨
で
土
が
流
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
思
う
よ
う
に
育

た
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
樹
木
医
な
ど
の
専
門
家
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
き
検
討
し
ま
す
。

③
看
板
等
で
老
朽
化
し
て
い
る
も

の
は
、
順
次
撤
去
、
修
理
し
て
い

ま
す
。
④
団
九
郎
小
屋
脇
の
ト
イ

レ
は
、
電
気
や
水
道
が
配
管
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
抜
本
的
改
修
は

難
し
い
。
不
具
合
箇
所
は
必
要
に

応
じ
て
修
繕
し
ま
す
。
⑤
善
意
の

寄
付
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題

と
し
ま
す
。

　　
　

今
、
異
常
気
象
は
日
本
全
国

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
達
の
田
上
町
で
も
、
い
つ
自

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

区
長
よ
り
地
区
要
望
を
出
し

て
も
町
の
対
応
が
遅
い
と
の
話
が

あ
り
ま
す
。
本
年
度
の
地
域
整
備

課
所
管
道
路
工
事
と
総
務
課
所
管

の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設
置
・
修
繕
、

防
犯
灯
の
設
置
・
建
替
の
要
望
は

全
体
で
ど
の
く
ら
い
あ
り
ま
し
た

か
。
町
道
も
舗
装
が
傷
ん
で
お
り
、

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
尋
ね
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　

道
路
工
事
に
つ
い
て
は
要

望
２
８
２
件
に
対
し
、
採
択
は
67

件
で
採
択
率
は
23
・
８
％
。
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
の
要
望
29
件
に
対
し
、

採
択
は
７
件
で
採
択
率
は
24
・
１

％
。
防
犯
灯
は
要
望
31
件
に
対
し
、

採
択
は
８
件
で
採
択
率
は
25
・
８

％
で
し
た
。
い
ず
れ
も
職
員
が
現

地
を
確
認
し
、
緊
急
度
や
危
険
度

を
判
断
し
優
先
順
位
を
付
け
て
い

ま
す
。
町
道
も
舗
装
の
損
傷
の
度

合
い
を
確
認
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

然
災
害
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
状
況
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
様
な
環
境
の
中
で
、
万
が

一
に
発
生
し
て
も
住
民
の
皆
さ
ん

が
ケ
ガ
を
す
る
こ
と
な
く
安
全
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
情
報
が
全
員

に
伝
わ
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
２
項

目
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
①
町
内

の
防
災
意
識
、
危
機
感
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
か
。
②
防
災

行
政
無
線
の
導
入
は
、
何
を
目
的

と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　

①
最
近
は
自
主
防
災
組
織

が
町
内
全
地
区
で
結
成
さ
れ
、
防

災
士
が
続
々
と
生
ま
れ
、
各
地
区

で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

以
前
よ
り
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て

き
た
と
思
い
ま
す
。
②
防
災
行
政

無
線
の
導
入
は
、
瞬
時
か
つ
同
時

に
町
民
に
円
滑
な
情
報
伝
達
を
す

る
た
め
必
要
で
す
。
他
市
町
村
の

状
況
等
を
研
究
し
な
が
ら
、
整
備

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

８
月
６
日
の
集
中
豪
雨
で
上

野
地
区
で
は
20 

cm
の
床
下
浸
水
が

発
生
し
ま
し
た
。
原
因
を
確
認
し

早
急
な
対
応
が
必
要
で
す
。
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
た
対
応
を
町
長
に

提
案
し
ま
す
。

　
　
　

現
地
を
確
認
し
ま
し
た
。

雨
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
早
急
な
解
消
へ
新

潟
県
と
対
策
を
協
議
し
ま
す
。

　
　

今
年
の
プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
茶

色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
所
で
59
度

あ
り
ま
し
た
。
裸
足
で
は
危
険
な

状
態
で
す
。
問
題
は
あ
り
ま
し
た

か
。
町
長
に
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

サ
ン
ダ
ル
を
履
か
せ
、
プ

ー
ル
サ
イ
ド
に
水
を
ま
く
な
ど
し

て
対
応
し
て
い
ま
す
。
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

わたなべ　かつえい　

藤
ふじ

田
た

 直
なお

一
いち

 議員

継続事業はマンネリ化しやすい、常にチェックをしてもらいたい 早急に小中学校に空調設備の設置を

町長：専門家のアドバイスを受けたり、他市町村の
　　　状況を研究しながら検討します

町長：良好な教育環境を確保するためエアコン設置が
　　   必要だと思います

一　般　質　問ここが
　聞きたい

来
年
の
夏
前
迄
に
小
中
学
校

に
空
調
設
備
の
設
置
を

国
道
４
０
３
バ
イ
パ
ス
の
早

期
開
通
を
　

平
成
31
年
度
の
地
区
要
望
に

対
し
採
択
率
を
30
％
以
上
に

浸
水
箇
所
の
対
応
は
早
急
に

プ
ー
ル
サ
イ
ド
は
暑
す
ぎ
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
つ
い
て

護
摩
堂
ア
ジ
サ
イ
園
に
つ

い
て

防
災
無
線
に
つ
い
て

問

問

問

問問

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

渡邊 勝　 議員
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町
長
は
産
業
の
振
興
を
財
政

の
柱
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
が
、

町
に
は
創
業
あ
る
い
は
起
業
に
対

す
る
支
援
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

点
に
関
し
て
尋
ね
ま
す
。

①
地
域
の
創
業
を
支
援
す
る
産
業

競
争
力
強
化
法
の
活
用
に
必
要
な
、

創
業
支
援
事
業
計
画
策
定
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

②
無
担
保
、
無
保
証
人
の
中
小
企

業
小
口
資
金
融
資
制
度
を
新
た
に

設
け
る
考
え
は
な
い
か
尋
ね
ま
す
。

③
今
春
制
定
さ
れ
た
中
小
企
業
振

興
基
本
条
例
の
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

④
町
商
工
会
と
連
携
し
、
事
業
開

発
や
振
興
等
を
語
り
合
う
場
を
設

け
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る
考
え
は

な
い
か
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

①
県
内
で
は
17
市
が
創
業

支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
、
国
の

認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
町
も
起

業
、
創
業
支
援
策
の
一
環
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
制
度
等
の
研
究
を

　
　

　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保

障
の
制
度
で
す
。

　

相
互
扶
助
に
よ
る
社
会
保
障
な

ど
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
障
と
し
っ
か
り
位
置
付
け

て
こ
そ
、
国
の
負
担
増
を
正
面
か

ら
要
求
で
き
る
の
で
す
。

　

町
の
国
保
税
制
は
、
２
億
円
も

の
基
金
を
貯
め
こ
ん
で
い
ま
す
。

住
民
の
負
担
感
を
少
し
で
も
和
ら

げ
る
た
め
に
一
世
帯
１
万
円
の
引

き
下
げ
を
求
め
ま
す
。
年
間
約

１
７
０
０
万
円
で
実
現
で
き
ま
す
。

　

国
保
税
の
子
供
た
ち
の
均
等
割

（
人
頭
割
）
の
免
除
や
削
減
を
提

案
し
ま
す
。
こ
れ
は
実
施
す
れ
ば

子
育
て
支
援
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

０
歳
児
か
ら
19
歳
ま
で
を
全
額
免

除
し
て
も
４
２
０
万
円
あ
れ
ば
実

現
し
ま
す
。

　
　

予
防
医
療
の
視
点
か
ら
特
定

健
診
の
受
診
率
を
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
大
幅

な
保
健
師
増
が
必
要
で
す
。
マ
ン

行
っ
て
い
き
ま
す
。

②
町
内
の
金
融
機
関
と
金
融
協
議

会
を
開
催
し
、
商
工
会
と
一
緒
に

協
議
し
て
お
り
、
提
案
の
件
に
つ

き
ま
し
て
は
金
融
協
議
会
で
協
議

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
具

現
化
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
向
上

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
先
端
設
備

等
導
入
促
進
計
画
や
、
県
と
共
同

策
定
の
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

依
る
計
画
は
国
か
ら
同
意
を
得
て

お
り
、
該
当
企
業
は
固
定
資
産
税

の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
支
援
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
必
要

な
制
度
に
つ
い
て
は
検
討
し
可
能

な
限
り
支
援
を
行
い
ま
す
。

④
事
業
後
継
者
等
と
の
懇
談
は
、

提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
今

後
商
工
会
と
協
議
を
行
い
ま
す
。

　
　

安
心
安
全
な
町
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
移
住
を
快
く
迎
え

入
れ
る
施
策
に
つ
い
て
町
長
の
考

パ
ワ
ー
を
重
視
し
て
予
防
医
療
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
医
療
費
の

削
減
に
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

　
　

竹
の
友
幼
児
園
で
は
、
正
規

職
員
の
一
方
で
保
育
教
諭
の
資
格

が
あ
り
な
が
ら
、
臨
時
職
員
が
多

数
い
ま
す
。
全
体
と
し
て
も
非
正

規
職
員
が
正
規
職
員
よ
り
多
数
と

い
う
こ
と
を
当
た
り
前
に
し
て
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

子
ど
も
が
少
な
く
な
る
か
ら
こ

そ
、
ど
こ
よ
り
も
優
れ
た
施
策
を

行
う
こ
と
こ
そ
、
町
民
か
ら
強
い

支
持
を
得
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
。

　
　

え
を
尋
ね
ま
す
。

①
移
住
の
受
け
入
れ
に
成
功
し
て

い
る
町
で
は
、
よ
ろ
ず
相
談
窓
口

や
移
住
担
当
部
署
を
設
け
て
、
地

域
と
の
橋
渡
し
役
と
な
っ
て
問
題

の
解
決
を
担
っ
て
い
ま
す
。
町
で

も
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
尋

ね
ま
す
。

②
若
い
人
達
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
も
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
住
民
票
の

申
請
が
光
回
線
を
使
っ
て
自
宅
や

出
先
で
も
可
能
に
す
る
な
ど
、
町

長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

移
住
受
け
入
れ
に
対
す
る

議
員
の
提
言
は
、
住
民
協
働
に
よ

り
行
え
る
も
の
と
理
解
し
て
お
り
、

今
後
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

①
専
任
の
移
住
担
当
を
配
置
す
る

こ
と
は
、
現
在
の
職
員
体
制
で
は

難
し
い
面
が
あ
り
、
今
後
の
課
題

で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
若
い
人
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
入
れ
に
は
、

環
境
整
備
の
制
約
な
ど
難
し
い
問

題
も
あ
り
ま
す
が
、
貴
重
な
意
見

　
　

去
る
７
月
議
会
で
佐
野
新
町

長
は
、「
道
の
駅
」
事
業
は
町
活
性

化
の
た
め
に
必
要
と
答
弁
し
ま
し

た
。
ど
の
よ
う
に
活
性
化
す
る
と

施
策
を
も
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

　

役
場
と
羽
生
田
駅
を
結
ぶ
町

道
を
、
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
と
し

て
計
画
し
、
ペ
ン
キ
を
塗
り

２
９
０
０
万
円
も
の
公
共
投
資
を

行
う
よ
う
な
無
駄
遣
い
は
や
め
る

べ
き
で
す
。

　
　

町
の
３
つ
の
学
校
の
普
通
教

室
の
空
調
設
備
設
置
率
は
４
％
に

満
た
な
い
の
が
現
状
で
す
。
新
潟

県
全
体
で
は
、
普
通
教
室
の
設
置

率
は
13
％
で
す
。
県
平
均
に
大
き

く
及
ば
な
い
状
況
で
す
。
一
日
も

待
て
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
へ
の

認
識
は
？
国
県
へ
の
積
極
的
な
要

請
活
動
や
国
会
議
員
へ
の
働
き
か

け
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

と
し
て
参
考
に
致
し
ま
す
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い

て
教
育
長
に
尋
ね
ま
す
。

①
原
ヶ
崎
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工
事

期
間
、
夏
休
み
中
の
実
施
場
所
は

ど
こ
に
な
る
の
か
尋
ね
ま
す
。

②
指
導
員
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
児
童

に
対
応
で
き
る
よ
う
更
な
る
研
鑽

を
望
む
声
が
あ
り
、
指
導
員
の
技

術
向
上
支
援
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
　

①
今
後
は
土
曜
、
長
期

休
業
中
も
両
小
学
校
で
実
施
す
る

方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
両

小
学
校
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
具

体
的
に
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

②
支
援
員
の
技
術
向
上
も
含
め
、

幼
児
園
の
保
育
教
諭
や
小
学
校
教

諭
に
講
師
を
お
願
い
し
て
、
特
別

支
援
が
必
要
な
児
童
の
対
応
や
見

守
り
な
ど
の
研
修
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
　
　

私
自
身
は
、
本
当
に
国
保

税
を
下
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば

下
げ
た
い
。
子
育
て
支
援
の
関
係

か
ら
言
え
ば
、
負
担
軽
減
措
置
に

も
大
い
に
取
り
組
み
た
い
。
議
員

と
同
じ
思
い
で
す
。
竹
の
友
の
正

規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
こ
と
も

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
財
政
的
な

問
題
を
お
話
し
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
情
が
あ
り
ま
す
。

　

議
員
か
ら
、
お
話
し
を
頂
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
年
度
の
予

算
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

特
に
エ
ア
コ
ン
の
関
係
は
、
国

の
認
可
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
必
ず
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

準
備
、
調
査
に
入
っ
て
い
く
な
ど
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小
こ

嶋
じま

 謙
けん

一
いち

 議員 髙
たか

橋
はし

 秀
ひで

昌
あき

 議員

産業の振興を財政の柱に据えている中で、産業の
発端になる創業・起業家への受け皿はどうなる 国保税の住民負担の軽減を　竹の友の臨時職員を正規職員に　学校にエアコンを

町長：起業、創業支援策の制度等の研究を行っていき、今後も
　　  必要な制度については検討し可能な限り支援を行います

町長：新年度予算で可能なものは実現をめざしたい

一　般　質　問ここが
　聞きたい

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

竹
の
友
幼
児
園
に
つ
い
て

経
済
振
興
に
は
移
住
の
受

け
入
れ
も
大
き
な
柱
で
す
。

町
の
対
応
に
つ
い
て

夏
休
み
中
の
児
童
ク
ラ
ブ
利

用
は
一
日
80
人
前
後
に
達
す

る
。今
後
の
運
営
に
つ
い
て

学
校
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

確
実
に

あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
は
ム
ダ
使
い

創
業
あ
る
い
は
起
業
家
へ
の

支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
か

問問問

問

問

町
長

町
長

問

問 問

町
長

教
育
長

▲竹の友幼児園運動会の一コマ
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財
政
健
全
化
も
目
途
が
つ
き

新
規
事
業
に
も
着
手
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

佐
野
町
政
は
堅
実
路
線
（
貯
金

重
視
）
で
行
く
の
か
。
は
た
ま
た
、

積
極
的
な
事
業
推
進
（
借
金
し
て

で
も
事
業
を
行
う
）
を
し
て
い
く

の
か
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　

町
債
償
還
額
も
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
建
設
中
の
交
流

会
館
、
道
の
駅
関
連
事
業
、
計
画

中
の
防
災
行
政
無
線
も
起
債
事
業

と
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
の
で
、

大
き
な
財
政
負
担
と
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

堅
実
路
線
で
い
く
の
か
、
積
極

的
な
事
業
推
進
を
行
う
の
か
と
の

こ
と
で
す
が
、
財
政
状
況
を
見
き

わ
め
な
が
ら
、
許
す
限
り
積
極
的

に
事
業
推
進
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　

町
に
お
け
る
29
年
度
の
移
住

者
数
は
何
人
に
な
り
ま
す
か
。

　

新
潟
市
の
移
住
モ
デ
ル
地
区
で

は
「
住
宅
取
得
支
援
」「
引
越
費
用

支
援
」
が
有
り
ま
す
。
町
長
の
移

住
者
対
策
の
考
え
方
を
具
体
的
に

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
移
住
者
を
増
加
さ
せ
る

に
は
地
域
の
魅
力
づ
く
り
か
ら
」

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア

が
有
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

新
潟
県
の
問
合
せ
に
は「
当

町
で
は
把
握
で
き
な
い
」
と
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

移
住
者
対
策
と
し
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
具
体
的
な
構
想
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
町
の

優
良
宅
地
の
情
報
提
供
や
町
の
魅

力
な
ど
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

移
住
を
考
え
て
い
る
方
か
ら
田
上

町
へ
の
移
住
が
一
つ
の
選
択
肢
と

し
て
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
い
て

特
に
い
ま
は
、
具
体
的
な
ア
イ
デ

ア
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

町
長
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
対

す
る
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
２
番
目
と
し
て
返
礼
率
は
ど

の
く
ら
い
で
あ
る
べ
き
か
伺
い
ま

す
。
３
番
目
に
町
民
の
町
へ
の
ふ

る
さ
と
納
税
は
行
わ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
４
番
目

に
返
礼
品
の
開
発
は
町
の
発
展
、

農
商
工
事
業
者
の
売
上
増
加
に
寄

与
す
る
取
り
組
み
で
す
。
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
か
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
町
の

自
主
財
源
確
保
の
た
め
の
大
切
な

手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
返
礼
品

が
多
く
な
れ
ば
、出
品
さ
れ
る
方
々

の
売
り
上
げ
や
町
の
特
産
品
の
紹

介
に
も
つ
な
が
る
な
ど
有
効
な
ツ

ー
ル
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

返
礼
率
は
総
務
省
に
指
導
に
従

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
方
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
は
現
在
行
わ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

　

返
礼
品
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て

は
魅
力
あ
る
品
ぞ
ろ
え
の
た
め
、

返
礼
品
の
リ
ス
ト
は
少
し
で
も
多

く
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
終

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
７
月
29

日
、
上
吉
田
の
や
す
ら
ぎ
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
の
夏
忘
れ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
ま
り
の
暑
さ
に
出
席

者
か
ら
消
雪
パ
イ
プ
を
使
っ
て
打

ち
水
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
案

が
出
ま
し
た
。

　

三
条
市
で
は
打
ち
水
を
し
た
と

い
う
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
田
上
の
場
合
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
考
え
を

尋
ね
ま
す
。

　
　
　

消
雪
パ
イ
プ
の
電
気
の
使

用
契
約
は
、
毎
年
11
月
20
日
か
ら

３
月
19
日
ま
で
の
４
カ
月
間
の
融

雪
用
契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。
基

本
的
に
は
夏
場
は
使
用
で
き
な
い

契
約
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
の
と
き
は
各
家
庭
や
事
業

所
で
エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
等
の
使

用
に
よ
り
電
力
需
要
が
最
大
と
な

る
の
で
、
で
き
れ
ば
使
用
を
避
け

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

三
条
市
に
も
確
認
い
た
し
ま
し

た
が
、
今
回
の
消
雪
パ
イ
プ
を
活

用
し
た
打
ち
水
は
、
１
カ
所
30
分

程
度
の
散
水
で
今
回
限
り
の
実
施

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
各
家
庭
が
熱
中

症
対
策
に
エ
ア
コ
ン
等
で
電
力
を

使
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
過
度
な

電
力
消
費
と
な
る
よ
う
な
こ
と
は

慎
む
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

８
月
26
日
に
小
・
中
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
、
29
年
度
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
い

く
中
で
そ
の
年
度
の
も
の
を
表
示

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

教
育
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

　

更
新
す
る
時
間
が
な
い
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
が
手

伝
う
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
か
。
所
管
事
務
調
査

で
配
付
さ
れ
た
よ
う
な
資
料
で
あ

れ
ば
、
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

に
つ
い
て
も
教
育
長
に
尋
ね
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、
も
っ
と
使
い
勝
手

の
よ
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ

う
に
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

状
態
は
ご
指
摘
の
と
お
り
学
校
に

よ
っ
て
は
、
あ
ま
り
更
新
さ
れ
て

い
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。
一

番
の
原
因
は
、
担
当
す
る
教
職
員

が
１
年
か
ら
３
年
間
で
変
わ
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
適
切
に
掲
載

更
新
す
る
よ
う
に
各
学
校
に
伝
え

ま
し
た
の
で
、
現
在
は
し
っ
か
り

更
新
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
の
特
色
を
活
か

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う

に
今
後
も
各
学
校
に
指
導
し
て
い

き
ま
す
。

池
いけ

井
い

 豊
ゆたか

 議員

佐野町長は堅実路線か？積極的な事業推進か？

町長：財政状況見極め、許す限り積極的な事業推進を図りたい

一　般　質　問

財
政
健
全
化
に
も
目
途
、

積
極
的
な
財
政
運
営
を
！

移
住
者
数
を
把
握
し
、独

自
の
移
住
者
支
援
策
を
！

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
連
す
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
！

問

問

問

町
長

町
長

町
長

町
長

浅
あさ

野
の

 一
ひと

志
し

 議員

消雪パイプを使った打ち水は可能か

町長：過度な電力消費となるようなことは慎むべきもの

ここが
　聞きたい

消
雪
パ
イ
プ
を
使
っ
た

　
　
　
　
打
ち
水
は
い
か
に

小
・
中
学
校
の

　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問

問

教
育
長
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２学期制のメリット

 ･ 授業の進度にゆとりができる

 ･ 教師の負担軽減

 ･ 業務時間の分配の工夫にもつながる

 ･ ７月や１２月に学校行事や体験学習を取り入れやすい

２学期制のデメリット

 ･ 子どもの学習の遅れの確認がおそくなる

 ･ 学校の生活リズムにメリハリがつきにくい

　
　

　
　

第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問

で
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
改
修
・
新
設

に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を
聞
き
ま

し
た
。
庁
舎
の
３
階
に
上
が
る
と

い
つ
も
見
え
る
の
は
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
脇
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
わ

れ
た
ゴ
ミ
の
山
で
す
。

　

他
の
市
町
村
で
は
ゴ
ミ
を
減
ら

す
た
め
、
ゴ
ミ
処
理
を
有
料
化
し

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
時
的
に
は
減
り
ま
す
が
、
決

し
て
恒
久
的
に
ゴ
ミ
を
減
ら
す
と

い
う
事
に
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

　

ゴ
ミ
の
分
別
を
、
生
ゴ
ミ
、
燃

え
る
ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
、
粗

大
ゴ
ミ
、
プ
ラ
容
器
、
瓶
・
缶
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
古
紙
、
有
害
危

険
物
と
子
供
の
教
育
と
い
う
観
点

か
ら
も
８
分
類
に
細
か
く
分
類
し

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
条
例
で
は
「
再
資
源
回
収

事
業
補
助
金
要
綱
」
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
状
で
、
古
紙
と
瓶

を
回
収
し
た
団
体
に
補
助
金
が
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
区
分
に
分
類
さ
れ

て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ア
ル
ミ

缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
も
回
収
助
成
品

目
に
加
え
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
を

上
げ
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
燃
え
る
ゴ
ミ
は
ゴ
ミ
と

し
て
処
分
す
る
の
で
は
な
く
、
小

電
力
の
火
力
発
電
所
を
作
り
、
発

電
の
燃
料
に
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

以
上
の
３
点
に
つ
い
て
尋
ね
ま

す
。

　

　
　
　

分
別
に
つ
い
て
は
、
燃
え

る
ゴ
ミ
の
１
種
類
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
と
し
て
は
廃
家
電
、
鉄
類
、
ガ

ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ
類
と
特
定
５
品

目
の
う
ち
水
銀
含
有
の
電
池
、
蛍

光
管
な
ど
の
５
種
類
で
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
と
し
て
は
古
紙
の
４
種
類

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
瓶
の
７
種
類

で
あ
り
、
回
収
対
象
外
の
粗
大
ゴ

ミ
を
合
わ
せ
る
と
14
種
類
で
、
他

の
市
町
村
と
比
較
し
て
極
端
に
少

な
い
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
再
資
源
回
収
事
業
補
助

金
の
対
象
品
目
を
増
や
し
て
は
ど

う
か
と
の
質
問
で
す
が
、
ス
チ
ー

ル
缶
に
つ
い
て
は
買
い
取
り
価
格

が
安
価
で
値
段
が
つ
か
な
い
場
合

が
多
い
こ
と
や
、
そ
の
時
々
の
取

引
相
場
で
逆
に
引
き
取
り
料
の
支

払
い
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ア
ル
ミ
缶
は
買
い
取
り
価
格

が
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在

町
内
で
数
団
体
が
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
つ

い
て
は
、
近
隣
に
小
規
模
な
量
の

引
き
取
り
を
行
う
事
業
者
が
あ
り

ま
せ
ん
。
以
上
の
点
か
ら
、
今
す

ぐ
に
助
成
品
目
を
増
や
す
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ゴ
ミ
焼
却
の
際
の
余
剰
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
大
規
模
改
修
あ
る
い
は
、
施
設

の
新
設
に
な
ど
の
際
に
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
加
茂
市
・
田
上
町
消
防
衛

生
保
育
組
合
で
最
終
的
に
議
論
さ

れ
る
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
い
ろ

い
ろ
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
制
度
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
民
間
が
直
接
使
え
る
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
行
政
が
関
わ
っ

て
い
か
な
い
と
使
え
な
い
も
の
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
固
定
資
産

税
の
減
額
制
度
に
伴
い
、
そ
の
窓

口
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で

す
。
導
入
制
度
を
う
ま
く
利
用
し

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

利
用
法
の
一
つ
と
し
て
、
道
の

駅
に
バ
イ
オ
マ
ス
の
ボ
イ
ラ
ー
を

使
用
し
、
湯
田
上
温
泉
の
足
湯
を

設
け
、
疲
れ
を
癒
し
て
も
ら
う
ス

ポ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
山

林
の
整
備
に
繋
が
り
ま
す
。

　

田
上
町
で
の
個
人
ま
た
は
法
人

に
対
す
る
独
自
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
等
の
設
備
導
入
支
援
制
度

の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
を

尋
ね
ま
す
。

　
　
　

残
念
な
が
ら
田
上
町
に
お

い
て
は
、
町
独
自
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導
入
支
援
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
対
す
る
取
り
組
み
、
こ
れ
か

ら
本
当
に
大
事
な
こ
と
だ
ろ
う
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
町
が
窓
口
に

な
る
と
い
う
こ
と
も
非
常
に
大
事

な
こ
と
で
す
の
で
、
十
分
そ
の
辺

は
考
え
て
い
き
た
く
、
町
に
お
い

て
も
将
来
的
に
は
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後

の
研
究
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

社
会
文
教
常
任
委
員
会
の
所

管
事
務
調
査
で
田
上
中
、
田
上
小
、

羽
生
田
小
の
校
長
先
生
か
ら
話
を

聞
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
２
学
期

制
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
２
学

期
制
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

を
ふ
ま
え
、
教
育
現
場
と
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
何
が
大
切
で
何
を

優
先
す
べ
き
な
の
か
、
協
議
す
る

時
が
来
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
を
顧
問
の
先
生

の
時
間
外
労
働
の
負
担
で
成
り
立

た
せ
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
的
な
コ
ー
チ
な
ど
の
仕

組
み
づ
く
り
も
必
要
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
る
の

は
大
変
労
力
を
要
し
ま
す
が
、
先

陣
を
切
っ
て
い
る
市
町
村
の
事
例

を
参
考
に
し
、
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
長
の
考
え
を
尋
ね
ま
す
。

　
　
　
　

２
学
期
制
に
は
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
こ
と
を
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は
２
学
期

制
へ
の
移
行
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
今
後
も
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

教
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
お
考
え
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。　

椿
つばき

 一
かず

春
はる

 議員

ゴミの総量減少のため、分別方法の見直しも必要ではないか

町長：他の市町村と比べ、分類が少ないわけではない

一　般　質　問

ゴ
ミ
処
理
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の
２
学
期
制

に
つ
い
て

問

中
なか

野
の

 和
かず

美
み

 議員

再生可能エネルギーと学校２学期制導入を問う

町長：エネルギーは今後の研究課題
教育長：現時点では２学期制への移行は考えず

ここが
　聞きたい

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の

設
備
導
入
に
関
す
る
支
援
制

度
に
つ
い
て

問

問 町
長

町
長

教
育
長

▲清掃センター脇に積まれたゴミ▲資源エネルギー庁のホームページより
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期
日　

平
成
30
年
８
月
23
日

【
産
業
振
興
課
】

サ
ル
被
害
調
査

　

６
月
22
日
に
サ
ル
の
群
れ
が
確

認
さ
れ
、
捕
獲
を
新
潟
県
猟
友
会

加
茂
支
部
田
上
分
会
に
依
頼
し
、

６
月
25
日
か
ら
捕
獲
箱
７
台
を
設

置
し
、
午
前
・
午
後
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

桃
の
収
穫
期
を
迎
え
る
７
月
に

入
り
10
日
に
、
町
産
業
振
興
課
、

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
、
中
越
農
業

共
済
組
合
、
猟
友
会
、
鳶
ケ
沢
桃

生
産
組
合
関
係
者
で
対
策
を
協
議

し
、
11
日
か
ら
町
産
業
振
興
課
、

Ｊ
Ａ
に
い
が
た
南
蒲
、
中
越
農
業

共
済
組
合
の
三
者
で
輪
番
に
よ
る

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
６
月
22
日
か
ら
７
月
11

日
ま
で
は
町
産
業
振
興
課
で
、
土

日
を
除
く
ほ
ぼ
毎
日
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
以
降
サ
ル
の
出
現

は
、
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
群
れ

は
移
動
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

捕
獲
箱
の
設
置
許
可
が
11
月
30
日

ま
で
の
た
め
、
今
後
も
捕
獲
箱
の

設
置
、
定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

本
年
度
水
稲
の
生
育
状
況
調
査

　

本
年
度
の
水
稲
の
生
育
状
況

は
、
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
期
間

は
気
温
、
日
照
と
も
に
平
年
を
上

回
り
順
調
な
生
育
で
し
た
。
梅
雨

明
け
後
の
、
高
温
・
少
雨
の
影
響

に
よ
り
、
稲
穂
の
白
未
熟
粒
や
ど

う
割
れ
粒
の
発
生
が
多
く
な
り
、

品
質
が
低
下
し
、
昨
年
29
年
度
を

下
回
り
、
22
年
度
と
同
レ
ベ
ル
の

品
質
の
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
と
の

こ
と
で
す
。

【
地
域
整
備
課
】

工
事
状
況
の
調
査

　

新
田
堀
河
川
改
良
工
事
の
内
容

は
、
施
工
延
長
85
ｍ
、
排
水
フ

リ
ュ
ー
ム
布
設
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
設
置
、
Ｕ
型
側
溝
布
設
、

道
路
面
の
嵩
上
げ
40 

cm
、
舗
装
な

ど
で
す
。

　

原
ヶ
崎
川
河
川
改
良
工
事
の
内

容
は
、
施
工
延
長
１
１
１
ｍ
、
排

水
フ
リ
ュ
ー
ム
布
設
、
Ｕ
型
側
溝

布
設
替
え
、
舗
装
な
ど
で
す
。

　

両
工
事
と
も
に
、
大
雨
の
際
に

路
面
が
冠
水
す
る
箇
所
の
河
川
改

良
工
事
で
、
８
月
６
日
の
大
雨
の

時
に
は
路
面
は
冠
水
せ
ず
、
一
時

間
雨
量
50 

mm
の
雨
で
も
大
丈
夫
と

の
こ
と
で
す
。

　

川
船
河
・
西
９
号
線
舗
装
補

修
工
事
の
内
容
は
、
施
工
延
長

１
６
３
ｍ
、路
盤
工
、舗
装
工
で
す
。

こ
の
道
路
は
、も
と
が
農
道
で
あ
っ

た
た
め
、
路
盤
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

の
厚
み
が
薄
く
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が

ひ
び
割
れ
て
い
た
た
め
、
今
回
の

工
事
で
路
盤
の
改
良
が
お
こ
な
わ

れ
、
舗
装
の
厚
み
も
50 

mm
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　

委
員
長　

高
取　

正
人

所管事務調査報告

総
務
産
経
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
所
管
事
務
調
査

▲改良された新田掘▲舗装補修後の川船河 ・ 西９号線
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期
日　

平
成
30
年
８
月
24
日　

会
場　

田
上
中
学
校

出
席
者　

小
中
３
校
の
学
校
長

【
教
育
委
員
会
】

・
学
校
の
現
況
に
つ
い
て

・
中
学
校
の
空
調
設
備
を
視
察

　

田
上
小
学
校
で
は
、
ジ
ャ
ン
プ

ア
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
田
上
学
」

と
し
て
、
町
の
歴
史
や
修
学
旅
行

先
が
会
津
若
松
方
面
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
東
山
温
泉
と
湯
田
上
温
泉

の
比
較
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て

研
究
・
勉
強
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

羽
生
田
小
学
校
で
は
、
い
じ
め

や
不
登
校
は
な
く
、
そ
れ
は
介
助

員
の
協
力
が
大
き
い
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
英
語
学
習
は
、
30
年

度
か
ら
完
全
実
施
で
授
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

田
上
中
学
校
で
は
、
校
長
先
生

自
ら
授
業
を
見
て
回
り
、
生
徒
た

ち
と
の
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
少

し
で
も
不
登
校
を
増
や
さ
な
い
よ

う
努
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

30
年
度
に
空
調
設
備
が
設
置
さ

れ
た
特
別
支
援
教
室
、
音
楽
室
の

２
教
室
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

教
室
は
涼
し
く
、
生
徒
、
先
生

か
ら
大
変
喜
ん
で
い
る
と
の
お
話

し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

町
へ
は
、
各
学
校
の
普
通
教
室

に
も
空
調
設
備
を
早
く
設
置
し
て

欲
し
い
と
の
強
い
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　
　
　

委
員
長　

松
原　

良
彦

Ｑ　

小
学
校
で
は
、
英
語
の
授
業

が
低
学
年
で
は
新
た
に
年
間
35
時

間
、
高
学
年
で
こ
れ
ま
で
の
２
倍

の
70
時
間
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の

勉
強
の
様
子
な
ど
は
？ 

Ａ　

こ
れ
ま
で
の
授
業
体
系
に
こ

の
時
間
数
を
組
み
入
れ
る
こ
と

は
、
難
し
い
調
整
で
し
た
が
、
Ａ

Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
や
担

当
教
員
が
工
夫
し
て
、
英
語
授
業

が
楽
し
く
な
る
よ
う
進
め
て
い
ま

す
。　

Ｑ　

教
職
員
の
時
間
外
の
実
態

や
、
超
過
勤
務
が
児
童
へ
及
ぼ
す

影
響
な
ど
は
？ 

Ａ　

実
態
は
、
部
活
動
等
終
了
後
、

各
自
の
仕
事
を
す
る
た
め
、
休
日

出
勤
も
含
め
て
か
な
り
の
教
職
員

が
起
過
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
教
職
員
の
増

員
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。　
　

議議 会会 かか らら のの おお 知知 らら せせ

所管事務調査報告

社
会
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
所
管
事
務
調
査

▲空調設備設置完了の音楽室

Check

議
論
の
中
身

議会会議録をホームページに掲載します
本会議および委員会会議録をホームページに公開しています。

各定例会の約３か月後に公開となりますのでご了承願います。

田上町ホームページ　http://www.town.tagami.niigata.jp/　TOP →田上町議会→会議録

 （19） 田上町 議会だより 第120 号



第
２
回
定
例
会

期
日　

平
成
30
年
７
月
30
日

場
所　

三
条
地
域
水
道
用
水
供
給

　
　
　

企
業
団
事
務
所

　

当
町
お
よ
び
三
条
市
の
議
会
議

員
選
挙
が
あ
り
、
企
業
団
議
員
も

改
選
さ
れ
、
議
席
の
指
定
や
議
長

選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
三
条

市
の
横
山
一
雄
市
議
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
議
案
は
２
件
で
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
は
髙
取

正
人
町
議
が
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　

29
年
度
利
益
剰
余
金
は
、
資

本
的
収
支
の
不
足
額
に
充
当
さ

れ
ま
し
た
。
29
年
度
水
道
用

水
供
給
事
業
会
計
決
算
の
認

定
は
、
収
益
的
収
支
の
収
入
額

12
億
９
１
１
９
万
９
千
円
、
支

出
額
９
億
５
３
０
３
万
７
千

円
、
資
本
的
収
支
の
収
入
額

11
億
２
３
２
７
万
円
、
支
出
額

17
億
２
４
３
３
万
９
千
円
で
、
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　

組
合
議
員　

髙
取　

正
人

　
　
　
　
　
　
　
　

渡
邊　

勝　

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

直
一

８
月
定
例
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日　

平
成
30
年
９
月
１
日

場
所　

新
潟
県
自
治
会
館

　

条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
高
齢

者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
改
正
が
行
わ
れ
、
引
用

す
る
条
項
整
理
を
行
う
た
め
の
改

正
で
す
。

　

29

年

度

一

般

会

計

歳

入

11
億
４
８
３
８
万
１
千
円
、
歳
出

10
億
２
４
２
０
万
６
千
円
、
差
引

１
億
２
４
１
７
万
５
千
円
で
す
。

こ
の
差
額
は
、
30
年
度
に
繰
り
越

し
て
共
通
経
費
負
担
金
の
減
額
や
、

国
庫
補
助
金
の
返
還
な
ど
に
充
当

し
ま
す
。

　

29

年

度

特

別

会

計

歳

入

２
６
９
６
億
４
７
９
９
万
６
千
円
、
歳

出
２
６
４
６
億
８
４
２
２
万
６
千

円
、
差
引
49
億
６
３
７
７
万
円
は
、

30
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
国
県
負

担
金
等
の
返
還
に
よ
り
精
算
し
ま

す
。

　

30
年
度
広
域
連
合
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
４
千
円
を
追
加
し
、

29
年
度
の
国
庫
補
助
金
事
業
の
実

績
に
基
づ
き
経
費
な
ど
を
補
正
す

る
も
の
で
す
。

　

30
年
度
広
域
連
合
特
別
会
計
補
正

予
算
は
、
50
億
８
６
７
１
万
３
千

円
を
追
加
し
、
29
年
度
保
険
給
付

費
等
の
実
績
に
基
づ
き
、
各
種
負

担
金
等
の
経
費
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

　

５
議
案
は
採
決
の
結
果
い
ず
れ

も
原
案
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
議
員　

松
原　

良
彦

交
流
会
館
の
外
装
に
つ
い
て

期
日　

平
成
30
年
９
月
10
日

　

外
装
の
色
に
つ
い
て
委
員
会
の

参
考
意
見
を
聞
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

役
場
庁
舎
等
、
周
辺
の
建
物
と

調
和
す
る
外
装
と
す
る
こ
と
を
基

本
に
、
設
計
者
に
委
ね
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

工
事
の
進
捗
状
況
は
、
８
月
末

現
在
24.

１
％
で
、
31
年
７
月
末

竣
工
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

委
員
長　

小
池　

真
一
郎

一部事務組合報告・交流会館等建設調査特別委員会

三
条
地
域
水
道
用
水
供
給
企

業
団
議
会

新
潟
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
医
療
広
域
連
合

第
21
回
交
流
会
館
等
建
設

　
　
　
　
調
査
特
別
委
員
会

田上町 議会だより 第120 号 （20）



期
日　

平
成
30
年
８
月
10
日

防
災
行
政
無
線
の
導
入

　　

29
年
度
の
財
政
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、

町
民
に
対
し
緊
急
時
の
気
象
情
報

や
災
害
情
報
を
迅
速
に
伝
達
し
、

平
常
時
は
広
報
な
ど
の
情
報
伝
達

に
も
活
用
す
る
計
画
で
、親
局
（
役

場
）
か
ら
無
線
に
よ
り
子
局
（
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
へ
一
斉
放
送
を

行
う
同
報
系
と
言
わ
れ
る
方
式
を

検
討
し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
（
子
局
）
は

高
さ
15
ｍ
、
音
達
範
囲
３
３
０
ｍ
、

４
方
向
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
町
内
39

カ
所
に
設
置
予
定
と
の
概
略
計
画

で
す
。

　

概
算
事
業
費
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
除
き
２
億
３
０
０
０
万

円
で
、
全
額
国
の
起
債
事
業
と
し

て
認
め
ら
れ
、
そ
の
う
ち
70
％
は

交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
事
業
で
す
。

　

質
疑
の
中
で
、
世
帯
ご
と
の
戸

別
受
信
機
の
設
置
や
Ｆ
Ｍ
放
送
を

利
用
し
た
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
の
利

用
な
ど
の
整
備
手
法
も
あ
る
の
で
、

経
費
の
比
較
も
含
め
、
再
度
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

期
日　

平
成
30
年
９
月
10
日

　

８
月
に
説
明
さ
れ
た
防
災
行
政

無
線
の
導
入
に
つ
い
て
、
課
題
と

な
っ
て
い
た
整
備
手
法
の
経
費
な

ど
を
含
め
、
利
用
可
能
と
思
わ
れ

る
５
種
類
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

比
較
検
討
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線（
当

初
、
示
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
で
、
町

専
用
の
周
波
数
に
よ
り
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
で
放
送
を
行
う
）

　

②
Ｍ
Ｃ
Ａ
無
線
（
通
信
事
業
者

が
運
営
す
る
無
線
設
備
を
一
般
利

用
者
と
共
同
利
用
す
る
。
タ
ク
シ

ー
等
の
無
線
）

　

③
Ｉ
Ｐ
無
線
（
携
帯
電
話
の
無

線
設
備
を
一
般
利
用
者
と
共
用
す

る
）

　

④
２
８
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
同
報
無
線（
事

業
者
が
開
発
し
た
独
自
の
無
線
シ

ス
テ
ム
、
ポ
ケ
ベ
ル
の
仕
組
み
を

利
用
し
た
放
送
シ
ス
テ
ム
）

　

⑤
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ
（
運
用
中

の
ラ
ジ
オ
局
を
利
用
し
、
緊
急
情

報
を
伝
達
す
る
）

　

多
面
性
、
確
実
性
、
運
用
性
、

コ
ス
ト
、
初
期
経
費
、
維
持
費
等

を
評
価
し
た
結
果
、
①
デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
を
採
用
し
た
い
と

の
説
明
で
し
た
が
、
ラ
ジ
オ
や
防

災
行
政
無
線
で
戸
別
受
信
機
を
設

置
す
る
と
、
国
の
起
債
事
業
は
ど

う
な
る
の
か
等
の
質
疑
が
あ
り
、

経
費
の
検
討
を
改
め
て
行
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

議
長　

熊
倉　

正
治　

議議 会会 かか らら のの おお 知知 らら せせ

全員協議会

全
員
協
議
会

議会を傍聴してみませんか
次の定例会は 12 月6 日（木） からの予定です。

請願は11 月30 日 （金）までに提出されたものを

12 月定例会で審議します。

▲防災行政無線 （屋外スピーカーと
　　戸別受信機） の一例
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藤
田　

直
一

インタビュー～この人にお聞きしました～ No.12

　

今
回
は
、
築
百
周
年
を
迎
え
た
椿
寿

荘
の
樋
浦
館
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　　

原は
ら

田た

巻ま
き

家
は
江
戸
末
期
、
お
よ
そ

千
三
百
町
歩
、
小
作
人
二
千
八
百
人
近

く
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

一
八
九
七
年
、
原
田
巻
家
当
主
が
、

当
時
日
本
三
大
名
人
の
一
人
と
言
わ
れ

た
富
山
・
井
波
の
宮
大
工
、
松
井
角
平

に
依
頼
し
て
建
て
た
離
れ
座
敷
が
椿
寿

荘
で
す
。

　

大
正
三
年
に
着
工
し
、
三
年
半
か
け

て
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）
に
完
成

し
ま
し
た
。
今
年
は
完
成
し
て
か
ら
百

年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

　

建
物
は
、
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
重
厚
な

寺
院
様
式
で
、
釘
類
を
使
用
し
な
い
で

建
て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

目
を
引
く
の
は
、
随
所
に
使
わ
れ
て

い
る
銘
木
で
す
。
樹
齢
八
百
年
以
上
の

会
津
ケ
ヤ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
玄

関
と
露ぬ

れ

縁え
ん

。
ク
ス
ノ
キ
の
一
枚
板
に
菊

を
透
か
し
彫
り
し
た
欄ら

ん

間ま

。
圧
巻
は
露

縁
の
ひ
さ
し
の
け
た
に
使
わ
れ
た
約

二
十
メ
ー
ト
ル
の
節
ひ
と
つ
な
い
天
然

絞
り
の
吉
野
杉
。
船
に
見
立
て
た
奥
の

間
は
高
床
式
で
、
優
雅
に
枯
山
水
の
庭

園
を
眺
め
ら
れ
ま
す
。
庭
に
は
石
組
み

の
五
重
塔
が
あ
り
、
仏
教
世
界
観
の
中

心
に
そ
び
え
る
山
「
須し

ゅ

弥み

山せ
ん

」
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
四
季
折
々
美
し
い
庭
園

で
す
。

　

今
年
は
築
百
周
年
に
あ
た
り
、
町
よ

り
補
助
金
を
い
た
だ
き
、「
原
田
巻
家
母

屋
と
椿
寿
荘
の
同
時
見
学
会
」「
建
造

物
と
し
て
の
椿
寿
荘
に
関
す
る
講
演
会
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
皆
様

方
か
ら
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
入
館
者
が
七
、八
千
人
前
後
で
し

た
が
、
一
昨
年
度
は
六
千
人
台
に
ま
で

減
少
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
度
は

十
一
月
に
五
千
四
百
人
余
の
入
館
者
が

あ
り
、
年
間
で
約
一
万
一
千
人
と
急
増

し
ま
し
た
。

　

紅
葉
時
期
の
入
館
者
の
維
持
と
年
間

を
通
し
て
安
定
的
な
入
館
が
見
込
ま
れ

る
よ
う
「
椿
寿
荘
便
り
」（
公
式
ブ
ロ
グ
）

の
継
続
的
な
更
新
等
、
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
町
に
は
短
期
的
・
長
期
的
な

修
理
、
保
存
計
画
を
具
体
的
に
立
て
、

田
上
町
の
貴
重
な
文
化
財
「
椿
寿
荘
」

を
い
つ
ま
で
も
後
世
に
遺
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

 

今
年
、
椿
寿
荘
築
百
周
年

と
い
う
こ
と
で
、
椿
寿
荘
館

長
に
議
会
だ
よ
り
掲
載
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
快
く
引
き

受
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

貴
重
な
文
化
遺
産
を
残
し

て
い
た
だ
い
た
先
人
の
方
々

に
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
そ
の
時
の
時
代
背
景
や

歴
史
も
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
催

さ
れ
る
う
ち
に
は
、
松
井
建

設
様
よ
り
、
椿
寿
荘
の
建
物

の
造
り
や
現
状
に
つ
い
て
の

お
話
も
伺
え
ま
し
た
。

　

議
会
で
も
貴
重
な
文
化
遺

産
と
捉
え
、
注
視
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
多
く
の
方
が
訪

れ
て
く
だ
さ
い
ま
す
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
中
野　

記
）

▲ 樋
ひ

浦
うら

館長

▲ 椿寿荘（丸桁と庭園）




